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悠
久
の
時
が
架
け
た
橋

帝
釈
峡　

雄
橋
（
平
成
29
年
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月
18
日
撮
影
）
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●庄原卓球スポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　さくらプランニング

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：庄原の自然
の中でのびのび健やか
に大きくなってね。

信の
ぶ
き
よ清　

朔さ
く
と都

く
ん
（
新
庄
町
）

Ｈ
28
年
９
月
13
日
生
ま
れ

　 庄原卓球スポーツ少年団は平成６年に設立。己の心に打ち勝つ
「克

こ っ き し ん

己心」をスローガンに、現在幼児から中学校３年生まで団員 31 人が在
籍し、毎週木・金曜日の 18 時 30 分から 20 時 30 分まで庄原市総合体育
館で活動しています。
　卓球台は、長さ 274 センチメートルと相手との距離が非常に近いスポ
ーツで、相手選手の動きを良く見ながら行うスポーツなので観察力が養わ
れます。リオオリンピックで活躍した水谷隼

じゅん

選手や福原愛選手のようにラ
リーができるようになるには時間がかかりますが、まずは体験でボールを
打ってみませんか？体
験用ラケットもありま
すのでお気軽に練習
をのぞきに来てくださ
い。

【連絡先】
代表　久保田卓史
☎ 0824-72-3277

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

市内の資源を有効活用し地域の活性化に資する活動

●
こ
れ
だ
け
は
守
り
ま
し
ょ
う
!!

【
ナ
ス
科
】

▼
ナ
ス
科
野
菜
（
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
な
ど
）
の
栽
培
は
耕
土
が
深
く
、

排
水
の
よ
い
有
機
質
の
多
い
土
壌
（
完

熟
堆
肥
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
ア
ー
ル

程
度
施
用
）
が
適
し
ま
す
。

▼
ナ
ス
科
野
菜
の
定
植
は
苗
の
第
１
花

（
最
初
に
咲
く
花
）
が
開
花
～
開
花
直

前
の
こ
ろ
が
適
期
で
す
。
な
お
、
ト
マ

ト
は
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
栽
培
（
ビ
ニ
ー
ル

で
簡
易
な
屋
根
で
も
よ
い
）
が
理
想
で

す
。

▼
ナ
ス
科
野
菜
は
葉
や
茎
の
成
長
と
着

花
（
果
）
や
果
実
の
肥
大
が
同
時
に
進

行
し
ま
す
の
で
、
肥
料
を
切
ら
さ
な
い

よ
う
に
施
肥
し
ま
す
。
追
肥
は
新
し
い

葉
の
色
や
草
勢
を
見
な
が
ら
10
～
15
日

お
き
に
施
用
し
ま
す
。

▼
ナ
ス
科
野
菜
の
成
長
に
は
強
い
光
が

必
要
で
す
。
光
が
不
足
す
る
と
落
花

（
果
）
や
異
常
果
が
多
く
な
り
果
実
の

品
質
・
収
量
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
過

繁
茂
に
な
ら
な
い
よ
う
に
整
枝
や
誘
引

を
行
い
ま
す
。
異
常
果
は
早
め
に
取
り

●
対
策
に
仲
間
で
取
り
組
む
楽
し
さ
を

　

本
村
町
野
谷
集
落
で
は
、
昨
年
か
ら

市
や
県
が
開
催
し
た
獣
害
対
策
の
座
談

会
や
講
習
会
に
女
性
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
本
年
は
獣
害
対
策
の
勉
強
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
サ
ロ

ン
で
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
に
挑
戦
し
ま

す
。「
収
穫
」
の
喜
び
を
共
有
で
き
る

仲
間
づ
く
り
の
活
動
で
す
。

●
「
夏
の
鳥
獣
お
悩
み
座
談
会
」
開
催

の
お
知
ら
せ

と
き　

６
月
17
日
㈯　

９
時
30
分
～

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

内
容　

獣
害
対
策
座
談
会
・
実
地
研
修

（
三
日
市
圃
場
）

※
実
地
研
修
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
竹
マ

ル
チ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
鳥
対
策
な
ど

を
学
べ
ま
す
。

※
実
地
研
修
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ

り
、
定
員
10
人
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
圃
場
の
見
学
の
み
は

随
時
可
能
で
す
。
現
場
で
対
策
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

果
菜
類
の
高
品
質
、
高
収
量
を
　

得
る
た
め
に
基
本
の
栽
培
管
理
が

重
要
で
す

整
枝
…
無
駄
な
枝
を
払
う
こ
と
。

誘
引
…
ツ
ル
や
茎
を
支
柱
に
結
び
、生
長
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
。

除
き
ま
し
ょ
う
。

【
ウ
リ
科
】

▼
キ
ュ
ウ
リ

　

土
壌
の
水
分
が
不
足
す
る
と
生
育
不

良
に
な
り
ま
す
。
土
が
完
全
に
乾
き
切

ら
な
い
う
ち
に
少
し
ず
つ
水
を
や
り
ま

す
。
根
を
傷
め
る
の
で
、
一
度
に
多
量

に
水
を
や
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
追

肥
は
成
り
始
め
の
こ
ろ
か
ら
10
～
15
日

ご
と
に
行
い
ま
す
。

▼
カ
ボ
チ
ャ

　

一
番
果
は
、
10
～
12
節
に
着
果
さ
せ

ま
す
。
つ
る
が
１
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
伸

び
た
ら
、
乾
燥
や
傷
果
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
に
敷
き
わ
ら
を
行
い
ま
す
。
１
回

目
の
追
肥
は
第
１
果
（
最
初
に
な
っ
た

果
実
）
が
着
果
し
て
か
ら
、
以
後
、
株

の
生
育
を
み
な
が
ら
行
い
ま
す
。
果
実

全
体
が
着
色
す
る
よ
う
に
、
収
穫
10
日

前
に
玉
返
し
を
し
ま
す
。

▼
ス
イ
カ

　

親
づ
る
は
、５
～
6
節
で
摘
み
取
り
、

勢
い
の
良
い
子
づ
る
を
３
～
4
本
伸
ば

し
ま
す
。
子
づ
る
の
14
節
以
上
に
着
果

さ
せ
ま
す
。大
玉
種
で
は
１
株
で
3
果
、

小
玉
種
で
は
１
株
で
10
～
15
果
着
果
さ

せ
ま
す
。
果
実
が
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
大
に

な
っ
た
こ
ろ
、
追
肥
を
行
い
ま
す
。
雨

が
少
な
い
時
に
は
果
実
の
肥
大
が
悪
く

な
る
の
で
、こ
ま
め
に
水
を
や
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

　「
出
前
ト
ー
ク
」「
女
性
の
小
さ
な

勉
強
会
」
の
申
し
込
み
は
林
業
振
興

課
ま
で
。

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

営
農
指
導
員
　
若わ
か
や
ま山

　
　
譲
ゆ
ず
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
草く
さ
た
に谷

　
夏な
つ
え枝

展示圃がどういうものか共通イメージ
を持つため、モデル地区西城町大屋集
落を視察しました。

まずは「守れる展示圃」のスタイルを座学で
学びました。イノシシだけでなくヌートリア
の被害対策も必要なところ。女性による奮闘
が始まります。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。３

　私たちさくらプランニングは、県立広島大学庄原キャンパスの
部活動で、社会人と一緒に、市内の資源を有効活用することにより地
域が活性化できないか、楽しみながら考え活動しています。
　毎年主催する「里山トライアスロン」では、地域の方の指導を受けな
がらコースの草刈りや間伐など森林の整備に取り組むとともに、競技運
営は自分たちで行っています。また、新たな企画として、駅前イベント
や特産品のＰＲ活動なども考案しています。
　現在は、下本町商店街で開催される「七夕まつり土曜夜市」出店に
向けて学生らしい庄原産品を開発中です。
【問い合わせ】
　事務局：県立広島大学庄原キャンパス 内（七塚町 562 番地）
　Facebook：https: //www.facebook.com/sakuraplanning/
●七夕まつり土曜夜市
と　き　７月８日㈯　18 時～ 21 時　　ところ　下本町商店街
　皆さんのお越しをお待ちしています。
問い合わせ　庄原市商店街協同組合（ビラたけだ内）☎ 0824-72-2178

守
れ
る
展
示
圃ほ

●
私
た
ち
も
は
じ
め
ま
す

本
村
町
野
谷
集
落《
サ
ロ
ン
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
》の
皆
さ
ん

４　事前の備えで災害から身を守る

６　平成 28 年度予算執行状況

７　ふるさと応援寄附金の寄付状況
８　しょうばら縁結び「中結び」
９　縁結びコンシェルジュ募集
　　／子育て通信あそびっ子

10　市有財産売却情報
　　／公文書公開と個人情報運用状況

11　児童手当現況届を忘れずに
　　／安心・安全な毎日のために

12　認知症施策について
　　／男女共同参画週間

13　不妊治療の助成制度
　　／母子保健だより

14　健康広場
15　市政トピックス
16　カメラレポート
18　お知らせ
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事前の備えで
災害から身を守る
危機管理課危機管理係　☎0824-73-1206

平成22年７月16日庄原ゲリラ豪雨災害

庄
原
市
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
を

　

防
災
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
事
前
の

備
え
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
25
年
に
庄
原
市
防
災
マ
ッ
プ
を
各
戸
配

布
し
て
い
ま
す
。
昨
年
「
土
砂
災
害
（
特
別
）

警
戒
区
域
」
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
箇
所
や

避
難
所
の
見
直
し
を
行
っ
た
地
域
に
は
、
修

正
し
た
最
新
情
報
を
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、改
め
て
次
の
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❶
　
避
難
す
る
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

　

自
分
が
避
難
す
る
場
合
は
ど
こ
か
、
そ
の

場
所
に
行
く
ま
で
の
避
難
経
路
に
危
険
な
箇

所
が
な
い
か
確
認
し
、
地
図
上
で
避
難
経
路

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

❷
　
検
討
し
た
避
難
経
路
を
実
際
に
歩
い
て

確
認

　

地
図
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
情
報
も
あ
る

の
で
、
実
際
に
歩
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

❸
　
避
難
経
路
で
注
意
事
項
が
あ
れ
ば
マ
ッ

プ
に
メ
モ
を

　

こ
の
マ
ッ
プ
の
最
も
有
効
な
活
用
方
法

は
、
自
分
で
調
べ
た
情
報
を
書
き
加
え
る
こ

と
で
す
。
気
付
い
た
事
を
書
き
込
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

❹
　
マ
ッ
プ
裏
面
の
記
載
情
報
の
確
認

　

避
難
情
報
や
防
災
情
報
、
気
象
情
報
の
収

集
先
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
確
認
し
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

❺
　
家
族
の
緊
急
連
絡
先
を
記
入
し
保
管
・

表
示

　

自
然
災
害
は
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
の
「
東
日
本
大
震

災
」
や
平
成
26
年
の
「
広
島
土
砂
災
害
」

は
記
憶
に
新
し
く
、昨
年
４
月
に
は
「
熊

本
地
震
」、
８
月
に
は
台
風
第
10
号
が
東

北
地
方
に
初
上
陸
し
て
東
北
や
北
海
道

を
縦
断
し
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
庄
原
市
で
も
ゲ
リ
ラ

豪
雨
が
あ
り
、
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
自
然
災
害
は
市
民
一
人
一
人

が
直
面
し
て
い
る
大
き
な「
危
険
」で
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
測
が
難
し

い
災
害
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が

大
切
で
す
。

　

緊
急
時
の
集
合
場
所
や
家
族
の
連
絡
先
な

ど
を
記
入
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
保
管
ま
た
は

掲
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
防
災
マ
ッ
プ
は
安
全
を
保
障
す
る
　

　
　
　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

防
災
マ
ッ
プ
に
示
し
て
い
る
被
害
想
定
区

域
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
で
な
い
場
所
で
も
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

区
域
か
ら
外
れ
て
い
て
も
安
心
せ
ず
、
普

段
か
ら
災
害
に
対
し
て
十
分
に
備
え
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
災
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
を
情
報
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
周
辺
避
難
所
マ
ッ
プ
看
板

　
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た

　

市
は
、
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
市
民
や
市
外
か

ら
来
訪
し
た
人
が
迅
速
か
つ

安
全
に
指
定
避
難
所
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
周
辺
避
難

所
マ
ッ
プ
看
板
な
ど
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
26
年
度

か
ら
着
手
し
、
指
定
避
難
所

を
示
す「
避
難
所
表
示
看
板
」

を
57
カ
所
、
幹
線
道
路
か
ら

の
順
路
を
示
す
「
避
難
所
案

内
看
板
」
を
30
カ
所
、
避
難

所
の
位
置
を
示
し
た
「
周
辺

避
難
所
マ
ッ
プ
看
板
」
を
、

公
共
施
設
や
道
の
駅
、
市
内

各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り

47
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

周
辺
避
難
所
マ
ッ
プ
看
板

を
見
れ
ば
、
指
定
避
難
所
が

ど
こ
に
あ
り
、
ど
ん
な
道
順

で
た
ど
り
着
け
る
か
が
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
避

難
所
マ
ッ
プ
看
板
に
は
、
避

難
勧
告
な
ど
の
種
類
と
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
と
る

べ
き
行
動
を
以
下
の
と
お
り

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
や
勤
務
先
の
周
辺
の

各
看
板
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

避
難
勧
告
や
避
難

指
示
（
緊
急
）を

発
令
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合

災
害
に
よ
る
被
害

が
予
想
さ
れ
、人

的
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
場
合

災
害
が
発
生
す
る

な
ど
状
況
が
さ
ら

に
悪
化
し
、人
的

被
害
の
危
険
性
が

非
常
に
高
ま
っ
た

場
合

▼
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
（
高

齢
者
、障
害
者
、乳
幼
児
な
ど
）と

そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
し
ま

し
ょ
う
。

▼
そ
の
他
の
人
は
、避
難
の
準
備

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

▼
速
や
か
に
避
難
場
所
へ
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
命

に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
で

は
、近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避

難
や
、自
宅
内
の
よ
り
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
人
は
、

緊
急
に
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

▼
外
出
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
命

に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
で

は
、近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避

難
や
、自
宅
内
の
よ
り
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

広
島
県
で
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
※
」
な
ど
を
指
定
す

る
た
め
、
地
形
や
土
地
利
用
状
況
な
ど
に
関

す
る
基
礎
調
査
を
小
学
校
区
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
基
礎
調
査
で
は
現
地
の
地
形
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
委
託
業
者

の
立
ち
入
り
な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
本
年
度
の
基
礎
調
査
対
象
小
学
校
区
】

庄
原
／
永
末
／
高
／
峰
田
／
板
橋
／
東
／
山
内

／
川
北
／
粟
田
／
口
南
／
高
野
／
総
領	

避
難
情
報
の
名
称

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難

開
始

避
難
勧
告

避
難
指
示

（
緊
急
）

発
令
時
の
状
況

住
民
に
求
め
る
行
動

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
土
砂
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
区
域
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

※
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
は
、
建
物
が

破
壊
さ
れ
住
民
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
る
地
域
で
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

区
域
指
定
の
対
象
と
な
る
場
所

▼
が
け
崩
れ
…
斜
度
が
30
度
以
上
で
あ
り
土

地
が
崩
壊
す
る
場
所

▼
土
石
流
…
山
腹
が
崩
壊
し
て
生
じ
た
土
石

流
ま
た
は
渓
流
の
土
石
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
流
下
す
る
場
所

▼
地
す
べ
り
…
土
地
の
一
部
が
地
下
水
な
ど

に
起
因
し
て
滑
っ
た
り
、
移
動
す
る
場
所

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支
所

事
業
調
整
・
土
砂
法
指
定
推
進
班

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６
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子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

板
橋
ひ
だ
ま
り
広
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
！

「
縁
結
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

募
集
中
！

土
曜
日
の
夜

　

２
時
間

　
　

男
女
各
５
人
程
度

板
橋
町
１
８
１
番
地
３

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
６
７
２
０

開
所
日　

月
～
金
曜
日
・
日
曜
日
（
祝

日
・
第
５
日
曜
日
を
除
く
）

９
時
30
分
～
16
時

※
予
約
、利
用
料
は
不
要
（
た
だ
し
、行

事
参
加
に
つ
い
て
は
事
前
予
約
が
必
要

な
場
合
あ
り
）

　

板
橋
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
板
橋

ひ
だ
ま
り
広
場
」は
、板
橋
小
学
校
の

そ
ば
に
あ
り
、元
気
な
小
学
生
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。建
物
が
元
保
育
所

だ
っ
た
た
め
、園
庭
が
広
く
砂
場
も
あ

り
、自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
、外
遊

び
を
楽
し
め
ま
す
。室
内
で
も
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
な
ど
の
遊
具
で
、活
発
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。同
じ
施
設
内
に
、板

橋
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
で
、

夏
休
み
に
は
交
流
行
事
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
日
曜
日
の
開
所
が

ス
タ
ー
ト
し
、平
日
は
仕
事
で
利
用
で

き
な
か
っ
た
人
な
ど
の
利
用
が
増
え
て

い
ま
す
。就
学
就
園
し
て
い
る
兄
弟
姉

妹
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、子

育
て
家
庭
の
皆
さ
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、子
育

て
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

集
い
交
流
で
き
る
場
で
す
。子
育
て

に
関
す
る
相
談
・
子
育
て
情
報
の
提

供
・
子
育
て
家
庭
の
友
だ
ち
作
り
や

交
流
の
場
の
提
供
、子
育
て
サ
ー
ク

ル
の
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、板
橋
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
板
橋
ひ
だ
ま
り
広
場
」を
紹

介
し
ま
す
。

　

現
在
、「
縁
結
び
応
援
隊
員
（
縁
結
び
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
）」を
追
加
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
隊
員
は
、市
内
で
結
婚
を
望
む
人
の

情
報
収
集
、会
員
登
録
の
推
進
、他
地
域
と
の

情
報
共
有
に
よ
る
縁
結
び
の
場
の
支
援
（
個

別
紹
介
、個
別
相
談
）、お
見
合
い
の
よ
う
な

小
規
模
な
出
会
い
の
場
の
設
定
な
ど
、会
員

に
対
し
、細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。お
世

話
好
き
の
方
、や
る
気
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
任
期　

１
年

●
身
分
お
よ
び
待
遇

非
常
勤
と
し
、報
償
費
年
５
万
円

●
募
集
地
域
お
よ
び
人
数

２
人
（
庄
原
・
東
城
各
１
人
）

●
応
募
条
件

　

縁
結
び
支
援
に
意
欲
的
な
人
で
、年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
要
普
通
自
動
車
免
許

※
原
則
、居
住
地
域
を
担
当

●
応
募
方
法

　

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
縁
結
び

事
業
係
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
め
切
り　

６
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

縁
結
び
事
業
係

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
６
０
０

縁
結
び
の
イ
ベ
ン
ト
っ
て
緊
張
す
る
…

１
日
イ
ベ
ン
ト
よ
り
気
軽
に
参
加
し
た
い

大
人
数
だ
と
う
ま
く
話
せ
な
い

周
り
の
目
が
気
に
な
る
…

同
世
代
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い

開
催
日　

※
年
代
別
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

会
場

庄
原
地
域
の
し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
協
力
店

※
参
加
者
に
の
み
、お
伝
え
し
ま
す
。

時
間

18
時
30
分
～
20
時
30
分
（
２
時
間
）

申
し
込
み

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
各
イ
ベ
ン
ト
約
１
カ
月
前
か
ら
募
集
開

始※
会
員
登
録
が
必
要

募
集
人
数　

男
女
各
５
人
程
度

※
人
数
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
男
女
と
も
に
３
人
以
上
の
申
し
込
み
が

な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

男
性
３
５
０
０
円

女
性
２
５
０
０
円

※
食
事
代
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
代
含
む

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
実
費
精
算

　

詳
細
は
、し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
縁
結
び

事
業
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://shobara-enm
usubi.jp

メ
ー
ル info@

shobara-enm
usubi.jp

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
６
０
０

いちばんづくり課定住推進係　☎０８２４－７３－１２５７

　

そ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
？

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
で
は
、そ
ん
な
声
に

お
応
え
し
て
新
し
く
「
中
結
び
」を
企
画

し
ま
し
た
。 

　

開
催
場
所
は
参
加
者
の
み
に
お
伝
え
す

る
の
で
、周
り
に
知
ら
れ
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。 （
ど
こ
に
な
る
か
は
、お
楽
し
み
♪
）

　

ま
ず
は
気
軽
に
楽
し
く
出
会
い
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し

ま
す
♪ 

　

土
曜
の
夜
に
恋
が
始
ま
る
…
（
か
も
!?
）

◆
お
お
む
ね
30
代
対
象

　
　

７
月
29
日
㈯

　
　

※
7
月
19
日
㈬
締
め
切
り

◆
お
お
む
ね
35
歳
～
45
歳
対
象

　
　

９
月
30
日
㈯

　
　

※
9
月
20
日
㈬
締
め
切
り

◆
お
お
む
ね
20
代
対
象

　
　

６
月
24
日
㈯

　
　

※
６
月
14
日
㈬
締
め
切
り

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
こ

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
！

少人数の新企画 「中結び」
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梅
雨
に
備
え
て
対
策
を
！

　

雨
の
日
が
増
え
る
こ
の
季
節
は
、
大

雨
や
長
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
危
険
が

高
ま
り
ま
す
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

▼
身
の
周
り
の
危
険
箇
所
を
把
握
す
る
。

▼
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を      

 

す
る
。（
各
戸
に
配
布
さ
れ
た「
防
災

マ
ッ
プ
」ま
た
は「
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。）

▼
気
象
情
報
や
空
の

変
化
に
注
意
す
る
。

▼
非
常
用
持
ち
出
し

袋
の
準
備
を
す
る
。

▼
早
め
の
避
難
を
心

が
け
る
。

　

昨
年
夏
、
岩
手
県
に
上
陸
し
た
台
風

第
10
号
で
は
、
川
が
氾
濫
し
逃
げ
遅
れ

た
多
く
の
高
齢
者
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

国
は
、
高
齢
者
な
ど
が
避
難
を
開
始
す

る
段
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

す
る
た
め
、「
避
難
準
備
情
報
」「
避
難

勧
告
」「
避
難
指
示
」
を
、
次
の
と
お
り

名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
安
全
週
間

　

事
業
所
が
危
険
物
を
取
り
扱
う
際
の

保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
、
同
時

に
国
民
へ
も
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
年
は
、

６
月
４
日
㈰
か
ら
６
月
10
日
㈯
ま
で
の

期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

次
の
対
策
・
習
慣
が
大
切
で
す

避
難
情
報
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
！

災
害
の
危
険
性

大

小あ
な
た
な
ら

無
事
故
の
着
地
　
決
め
ら
れ
る
！

避難準備・
高齢者等避難開始
【避難準備情報】

避難勧告
【避難勧告】

避難指示（緊急）
【避難指示】

平
成
29
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語 ※【　】は変更前の名称

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

の
生
活
を
支
援
し
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

受
給
に
は
、
毎
年
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
５
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
た「
児
童

手
当
現
況
届
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け

が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
、
届
け
が
提

出
さ
れ
る
ま
で
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

　
　【

制
度
内
容
】

支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

支
給
期
間

　

原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
到

達
後
の
最
初
の
３
月
分
ま
で
。

　
支
給
月
額

◆
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円
（
一
律
）

◆
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
※　

１
万
５
千
円
）

◆
中
学
生　

１
万
円
（
一
律
）

　

た
だ
し
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
の

所
得
が
限
度
額
以
上

の
場
合
は
、
特
例
給

付
と
し
て
児
童
１
人

当
た
り
月
額
一
律

５
千
円
を
支
給
。（
所

得
制
限
は
表
を
参
照
）

※
18
歳
以
下
の
養
育

し
て
い
る
子
か
ら
第

１
子
と
数
え
ま
す
。

（
こ
の
場
合
の
18
歳
と

は
当
該
年
度
の
３
月
末

ま
で
に
満
18
歳
と
な

る
子
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。）

支
給
時
期

　

原
則
、
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
前
４

カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

【
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
市
民
生
活
室
・
地
域
振
興
室

（
西
城
支
所
は
、
し
あ
わ
せ
館
内
）

扶養親族などの数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）
０人 622.0 833.3
１人 660.0 875.6
２人 698.0 917.8
３人 736.0 960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1

　

児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
を
　

忘
れ
ず
に
　

　市は、市政に関する情報を公開し、開かれた市政を推進することに努めています。
　また、その一方で個人情報の保護が重要であることを認識し、市が保有する個人情報について、個人情報保護条
例を制定しています。

※公開請求取り下げが２件あります。
※情報公開に関する相談や公文書の閲覧などに応じるた
め、市役所３階に閲覧室を設けています。閲覧を希望さ
れる人は総務課までお問い合わせください。

※個人情報ファイルの届け出件数とは、各課で個人情
報を扱っているファイルの届け出件数のことです。

平成 28年度の庄原市の公文書の公開および個人情報の運用状況をお知らせします

総務課総務係　☎ 0824-73-1123公文書の公開と個人情報の運用状況

※表の件数はいずれも平成29年３月31日現在のものです。

　公文書の公開請求などの状況

請求を受けた
実施機関

請求
件数

公開・非公開などの内訳 審査請求
件数公開 部分公開 非公開

市長 34 17 7 8 1
教育委員会 3 3 － － －
選挙管理委員会 － － － － －
監査委員 － － － － －
公平委員会 － － － － －
農業委員会 － － － － －
水道事業管理者 － － － － －
病院事業管理者 － － － － －
議会 3 1 2 － －

合計 40 21 9 8 1

　個人情報ファイルの届け出件数および自己情報開示
　などの請求件数

実施機関区分
ファイル
の届け出

件数

開示請求
件数

開示・非開示などの内訳

開示 非開示

市長 329 2 2 －
教育委員会 186 － － －
選挙管理委員会 2 － － －
監査委員 2 － － －
公平委員会 1 － － －
農業委員会 5 － － －
固定資産評価
審査委員会 6 － － －

水道事業管理者 9 － － －
病院事業管理者 4 － － －
議会 2 － － －

合計 546 2 2 －

物件
番号 所在 種別 地目地積など 売却予定価格

１

一木町621番 土地（※１） 田　2,638.00㎡（※２） 2,247,576円
（852円／㎡）

一木町622番 土地（※１） 田　1,192.00㎡（※２） 1,035,848円
（869円／㎡）

一木町621番 構築物

温室A（※３）　延べ896.00㎡
温室B（※３）　延べ370.00㎡
温室C（※４）　延べ120.00㎡
井戸D

2,834,810円
（内消費税および地方
消費税209,986円）

予定価格　計 6,118,234円（内消費税および地方消費税209,986円）

　市で利用予定のない財産（土地など）を売却します。
　今回の物件は、随時購入希望者を募集中です。（先着順です。）
　募集要項は、市ホームページ（http://www.city.shobara.
hiroshima.jp/main/government/keiyaku/cat06/post_544.
html）でもご覧いただけます。
【受付】　随時（先着順）　８時30分～17時15分
※ただし、土・日曜日、祝日および年末年始（12月29日から１月３日まで）を除きます。

※１　土地は、農地法の制限を受けており、原則、他用途への転用はできません。
※２　土地の地目および地積は、登記簿上のものです。（現況地目、実測面積と同じ）
※３　軽量鉄骨造ビニールシート葺平屋建
※４　鉄パイプ造ビニールシート葺平屋建

注意：この土地は、今後も農地として活用していただくことが必須となります。

◇売却物件一覧 ◇位置図

市の財産（土地など）を売却します

市有財産　位置

板橋方面

山内方面

実留方面三良坂方面

管財課管財係　☎ 0824-73-1203
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

県
や
市
の
助
成
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　

不
妊
検
査
や
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は

県
か
ら
助
成
が
あ
り
、
不
妊
治
療
に
つ

い
て
は
市
か
ら
も
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
相
談
お
よ
び
問
い

合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　【
県
不
妊
検
査
・
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
の
相
談
】

広
島
県
北
部
保
健
所
（
保
健
課
）

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

【
市
不
妊
治
療
費
用
助
成
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
】

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

不
妊
と
は
ど
う
い
う
状
態
？

　

不
妊
と
は
、
一
般
的
に
特
に
病
気
の

な
い
健
康
な
男
女
が
性
生
活
を
営
ん
で

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
年
以
上
妊

娠
し
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

不
妊
の
原
因
は
、
女
性
側
41
％
、
男

性
側
24
％
、
男
女
両
方
24
％
、
原
因
不

明
11
％
と
い
わ
れ
て
お
り
、
適
切
な
治

療
を
受
け
る
に
は
、
夫
婦
が
共
に
不
妊

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
婦

人
科
検
診
の
機
会
な
ど
も
利
用
し
て
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
内
容
は
？

　

一
般
的
な
不
妊
治
療
と
し
て
、
排
卵

日
を
診
断
し
て
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
る
「
タ
イ
ミ
ン
グ
法
」
や
排
卵

誘
発
剤
を
用
い
た
「
排
卵
誘
発
法
」、

精
子
を
洗
浄
・
選
別
し
て
子
宮
内
に
注

入
す
る
「
人
工
授
精
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
で
妊
娠
し
な
い
場
合

に
は
、
卵
巣
か
ら
卵
子
を
取
り
出
し

て
、
体
外
で
受
精
さ
せ
再
度
体
内
に
戻

す
「
体
外
受
精
」
や
「
顕
微
授
精
」
な

ど
の
特
定
不
妊
治
療
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
一
般
的
に
治
療
費
が
高
額
に
な
り

ま
す
。

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

　

子
ど
も
は
一
度
に
食
べ
ら
れ
る
量
が
少

な
い
の
で
、食
事
だ
け
で
は
取
り
き
れ
な

い
栄
養
素
を
お
や
つ
で
補
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。体
や
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

炭
水
化
物
を
は
じ
め
、牛
乳
や
小
魚
、い
も

類
、野
菜
を
中
心
に
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、一
口
サ
イ
ズ
の
お
に
ぎ
り
、サ

ン
ド
イ
ッ
チ
、ふ
か
し
芋
、か
ぼ
ち
ゃ
の
お

焼
き
、枝
豆
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、果
物

類
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

☆
注
意
☆

　

三
度
の
食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
る

よ
う
、お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
て
あ

げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、あ

め
、炭
酸
飲
料
な
ど
は
塩
分
・
油
分
・
糖
分

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。肥
満
や
虫

歯
の
原
因
、食
欲
不
振
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
市
販
の
お
や
つ
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

▼
市
販
の
お
や
つ（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
）

は
皿
な
ど
に
入
れ
量
を
決
め
て
与
え
る
。

▼
糖
分
・
油
分
の
多
い
も
の
を
避
け
る

（
チ
ョ
コ
・
あ
め
・
キ
ャ
ラ
メ
ル
・
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
）。

▼
添
加
物
の
少
な
い
も
の
を
選
ぶ
。

子
ど
も
の
お
や
つ
は
第
４
の
食
事

ご
存
知
で
す
か
？
不
妊
治
療

★
毎
年
６
月
は『
食
育
月
間
』

★
毎
月
19
日
は『
食
育
の
日
』

　食事もおやつもみんなでおいしく、
楽しく食べよう。
　また、よく噛んで食べると、唾液の分
泌が促され、虫歯の予防に！！

　

普
段
飲
ん
で
い
る
ジ
ュ
ー
ス
に
も

こ
ん
な
に
砂
糖
が
入
っ
て
い
る
よ
！
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　市政トピックス 
h

e
a

lth
y

 c
o

lu
m

n

刊行された発掘調査報告書

美古登小学校「子供読書の日」
の様子（写真右上、左上）／文
部科学大臣から贈られた表彰
状を手に（写真右下）

　

高
町
に
、
弥
生
時
代
に
築
造
さ
れ
た
３
基
の
墳

墓
か
ら
成
る
佐さ

だ
だ
に

田
谷
墳
墓
群
と
い
う
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

28
年
度
に
か
け
て
そ
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
発
掘
が
完
了
し
『
佐
田
谷
・

佐さ
だ
だ
お

田
峠
墳
墓
群
発
掘
調
査
報
告
書　

調
査
編
⑵
』

と
し
て
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
刊
行
し
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
、
美
古
登
小
学
校
が
「
平

成
29
年
度
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

校
」
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
同
小
学
校
の
学
校
図
書

館
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
や
学
校
司

書
と
連
携
を
図
っ
た
読
書
環
境
の
工
夫

に
取
り
組
み
、
児
童
の
読
書
意
欲
を
高

め
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
庄
原
の
子
供
は
、
い
つ
も
今
読
ん

で
い
る
本
が
か
ば
ん
に
入
っ
て
い
る
」

を
合
言
葉
に
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い

る
本
市
に
と
っ
て
、
こ
の
た
び
の
受
賞

は
、
こ
れ
ま
で
の
読
書
活
動
が
大
い
に

認
め
ら
れ
評
価
さ
れ
た
価
値
あ
る
も
の

で
す
。同
小
学
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

読
書
を
続
け
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ

か
ら
も
読
書
を
積
極
的
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
喜
び
と
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

遺跡調査から古代人の生活を知る
『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書　調査編(2)』刊行

生涯
学習課

日頃の取り組みが評価される
平成29年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰

教育
指導課

表彰状を手に喜ぶ洲澤悦二さん（西本町）

　
「
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
事

業
」は
、庄
原
市
歯
科
衛
生
連
絡

協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
方

を
表
彰
し
、歯
の
健
康
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

達
成
者
表
彰
は
前
期
と
後
期

の
年
２
回
行
い
、昨
年
度
は
32
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
の
健
康
は
、生
活
習
慣
病
の

予
防
や
健
康
維
持
・
増
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
『
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以

上
が
自
分
の
歯
！
』を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

★
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
要
件

①
本
年
度
80
歳
に
な
る
方

②
市
内
の
歯
科
医
院
で
歯
科
健

康
診
査（
無
料
）を
受
け
る
こ
と
。

平成28年度８０２０達成者表彰者（順不同・敬称略）
（
庄
原
地
域
）

兵
後　

弘
子
／
加
藤
登
喜
惠

坂
口　

貞
夫
／
片
岡　

勝
郎

吉
中　

文
男
／
美
除　

千
鶴

新
門　

洋
子
／
入
田　

正
義

加
藤　

義
孝
／
西
本
二
三
枝

國
好　

幸
枝
／
洲
澤　

悦
二

和
田　

正
臣

（
西
城
地
域
）

竹
島　
　

薫
／
磨　
　

益
子

加
藤
津
美
子
／
竹
内　

康
子

（
東
城
地
域
）

小
田
ツ
タ
子
／
岩
田　

仁
子

錦
郡　
　

宥
／
牧
野　

千
郷

井
原
百
合
子
／
佐
々
木
宗
重

森　
　

泰
三
／
日
野
原　

貢

（
口
和
地
域
）

家
島　

晶
子

（
高
野
地
域
）

矢
島　

秋
穂

（
比
和
地
域
）

野
田　

幹
夫
／　

田　

吉
祥

健康維持・増進のため歯を大切に
8020 達成者表彰事業

保健
医療課

　

調
査
に
よ
り
、
埋
葬
施
設
と
平
行
し

て
墳
墓
を
造
る
タ
イ
プ
か
ら
、
墳
墓
を

造
っ
て
か
ら
埋
葬
施
設
を
造
る
タ
イ
プ

へ
と
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
埋
葬
の

形
態
が
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
佐
田
峠
墳
墓
群

と
の
比
較
に
よ
り
、
同
時
期
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
で
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
赤
く
塗
ら

れ
た
祭さ

い
し祀

用
と
見
ら
れ
る
特
殊
な
土
器

に
つ
い
て
も
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
関
係
機
関
と

と
も
に
引
き
続
き
調
査
と
研
究
を
進

め
、
遺
跡
と
し
て
の
価
値
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



広報しょうばら／ 2017.6　16 17　2017.6 ／広報しょうばら

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。  行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322Camera Report
カメラレポート

さとやまの魅力再発見！ 日本一の刀匠森林の大切さを学ぶ 田植えを通して里山体験
　逆手塾　里山祭 2017・4/23 　新作名刀展「高松宮記念賞」受賞を報告・5/1　釜峰山森林教室・4/28 　たかの体験 田植え・5/14

総領町の和
わ だ

田芳
よ し は る

治さん宅を会場に、住民グループ
「逆

さ か て じ ゅ く

手塾」主催の「里山祭 2017」が開催されました。
この催しは、中山間地域のにぎわい創出を目的に広島
県が実施している「ひろしまさとやま未来博 2017 コ
コロザシ応援プロジェクト」に採択されています。

会場では廃材のペール缶を用いたエコストーブづく
り、ピザ・燻製教室などが行われたほか出店もあり、
多くの人でにぎわいました。

また、会場近くの木屋川では、囲いの中に放流した
錦鯉の幼魚を網ですくう「鯉すくい」も行われました。
参加した子どもたちは「川の水が思ったより冷たく、
気持ちよかった」などと笑顔で話し、里山の自然を満
喫していました。

西城町在住の刀匠・久
く ぼ

保善
よ し ひ ろ

博さんが、日本美術刀剣
保存協会が主催する「新作名刀展」で第１席に当たる

「高松宮記念賞」を受賞し、その報告のため木山耕三
市長を訪問しました。

久保さんは室町時代以前に用いられていた長くて
そりが強い「太刀」を出品。当時の太刀に見られる、

「刃
は も ん

文」の近くに白くかすみのように浮かびあがる
「映

う つ

り」を再現し、28 作品の中から本賞に輝きました。
久保さんは「古い刀の魅力は『地

じ が ね

鉄』。今後は『刃文』
や『映り』だけでなく、『地鉄』についての研究をし
再現したい」と話していました。

久保さんの本賞受賞は２回目で、今後出品した際に
審査なしで展示される「無鑑査」に認定されました。

口和町湯木にある釜
か ま み ね さ ん

峰山森林浴公園で森林教室が
開催され、口北小学校の児童40 人が参加しました。参
加した児童は、広島北部森林管理署や備北森のサポー
ターズの方から公園にある国有林の紹介を受けたり、
紙芝居やクイズ形式で釜峰山の動植物のことや森の保
水作用のことなどの説明を受けたりしながら、森林の
大切さを楽しく学びました。

その後、児童は、樹木に直接触れたり、途中にある施
設についての説明を聞いたりしながら、釜峰山展望台
まで約１時間かけて、元気いっぱいに登りました。

広島北部森林管理署の方は「このような体験をしな
がら、子どもたちに森林の大切さを知ってもらいたい」
と話していました。

上高自治振興区が主催する「たかの体験 田植え」が
高野町新市の宇

う や ま

山勝
か つ も り

守さんの田んぼを借りて開催さ
れ、市外から17 人５家族が参加しました。このイベン
トは、里山の魅力を多くの人に知ってもらおうと企画
しているもので、里山にある資源を活用し、中山間地域
を未来へつなぐ地域づくりとして広島県が実施してい
る「ひろしまさとやま未来博2017 ココロザシ応援プ
ロジェクト」に採択されています。

参加者は、はだしで田んぼに入り、手植えや田植え機
乗車体験をしたり、カエルなどを触ったりしていまし
た。昼食は、高野産の米を羽釜で炊いて作った肉みそお
むすびや豚汁、地元の人が作った新鮮野菜や漬物が振
る舞われ、参加者は里山体験を満喫していました。

中山間地域の医療に力を尽くす 吾妻山に咲くスミレ親しまれ守られてきた伝統行事 観光シーズンの幕開けを告げる
　「ふるさと枠」第１期生の医師が市長を表敬訪問・5/8 　比和自然科学博物館　スミレ観察会・5/7　熊野神社春季大祭・4/29 　帝釈峡湖水開き・4/29

　広島県内の中山間地域の医師確保を目的として、広
島県と広島大学が平成 21 年度に開始した広島大学医
学部「ふるさと枠」の第１期生５人のうち、庄原赤十
字病院に配属された医師２人が、同病院の中島浩一郎
院長と共に木山耕三市長を表敬訪問し懇談を行いまし
た。
　循環器内科の板

い た く ら

倉文
あ や の

乃医師は「地域のために頑張り
たい」、内科の宮

み や も と

本亮
りょう

医師は「総合的な診療ができる
医師を目指したい」などの抱負を述べました。
　木山市長は、「将来、中山間地域の医療機関を支え
てもらいたい」と伝えました。

　春の暖かさが広がる吾妻山で、比和自然科学博物館
主催のスミレ観察会が行われました。２回目の開催と
なる今回は、前回より参加希望者が増え、市内外から
約 30 人が参加しました。
　参加者は初めにインストラクターからスミレの花の
つくりや見分け方の説明を受け、各々で観察を開始。
この日は、吾妻山でよくみられるダイセンキスミレを
はじめとした 12 種類のスミレが確認されました。参
加者は「スミレは紫色の花というイメージがあったが、
黄色や白などさまざまな種類があることを知った。観
察する中で、小さい可愛らしい花でも、自然の中で生
きていく力強さを感じた」と話していました。

西城町の熊野地域で、古事記1300 年の歴史を誇る熊
野神社の春季大祭、通称「おくまのさん」が開催されまし
た。「おくまのさん」は、「ちりげ（子どものかんしゃく）封
じ」の祈願が行われることでも知られています。
「おくまのさん」では、中国地方の川の最上流に生息し、

幻の魚といわれるゴギの塩焼きやイザナミ茶屋特製のお
こわや鳥の燻製、あんこ餅などのバザーが開かれ、来場者
は舌鼓を打ちました。また、西城川太鼓の演奏や西城町神
楽愛好会による神楽奉納、イベントの最後に地域の特産
品が当たる福餅まきなどが行われました。

当日は、天候にも恵まれ桜が舞い散る中、家族連れなど
多くの来場者でにぎわいました。

絶好の行楽日和の中、新緑が鮮やかな神龍湖畔で「第
50 回帝釈峡湖水開き」が行われました。

今シーズンの安全を祈願する神事をはじめ、「トレイル
センターしんりゅう湖」前広場では、比婆荒神神楽や鬼神
太鼓などのステージイベント、新酒まつりや地域食材を
利用した食の提供などのフードブースが開設されたほ
か、カヤックなどのアウトドア体験や宝探しなど、一日を
通してさまざまな催しが行われ、多くの観光客でにぎわ
いました。

神龍湖では、龍をかたどった龍船が紅白の煙を吐きな
がら登場すると、観光客から一斉に歓声が上がり、観光
シーズンの幕開けを祝いました。

▲廃材のペール缶を重ねたりしてエコストーブを作った ▲太刀を手にとる木山市長に「映り」の解説をする久保さん▲児童は紙芝居などで森林について学んだ ▲苗を植える子どもたち

№２№6

№８ №7 №3№4

№1

▲宮本医師（左）と板倉医師（中）が抱負を木山市長に伝えた ▲観察前にインストラクターからスミレについての説明を受けた▲多くの人に見守られながら神楽奉納が行われた ▲龍船が紅白の煙を吐きながら登場した

№5



お知らせInformation

催　
　

し

相　
　

談

募　
　

集

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
い
じ

め
や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
26
日
㈪
か
ら
７
月
２
日
㈰

ま
で
の
間
を
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と

し
て
、
受
付
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

相
談
時
間

６
月
26
日
㈪
～
７
月
２
日
㈰

８
時
30
分
～
19
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時

～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の　

弁
護
士
巡
回
相
談
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
と
り
ま
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
弁
護
士
・
就

業
相
談
員
・
養
育
費
専
門
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
離
婚
を
考
え
て
い
る
方
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
離
婚

前
の
方

定
員　

６
人（
予
約
制
、
無
料
）

と
き　

７
月
15
日
㈯

10
時
～
12
時
15
分（
相
談
時
間
１

人
45
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
西
本

町
四
丁
目
５
‐
26
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
℻
０
８
２
‐
２
４
９
‐
７
１
４
９

第
13
回
中
学
生
に
よ
る　
　

英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

市
内
の
中
学
生
が
英
語
で
意
見

発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ス
ピ
ー
チ
を
聞

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
11
日
㈰

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

庄
原
市
成
人
式

　

本
年
度
の
成
人
式
を
、
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

は
、
７
月
以
降
に
広
報
し
ょ
う
ば

ら
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き　

８
月
15
日
㈫　

10
時
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
庄
原
市
内
在
住
の
人
ま
た
は

市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
の
人
。

★
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
一
緒

に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
成
人
式
対
象
者
で
、
成
人

式
の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

市
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
県
外

の
中
高
生
を
対
象
に
民
泊（
ホ
ー

民泊受け入れの様子

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ７月20日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ７月13日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ７月４日㈫・18日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ７月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

西城 ７月13日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

総領 ７月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ７月20日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ７月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ７月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ６月30日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 ７月14日㈮13時～16時 西城自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

６月20日㈫、７月４日㈫・18日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
７月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
６月27日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 【肢体】７月20日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談
庄原 ７月５日㈬13時30分～14時30分 庄原保健福祉センター

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181三次 ６月20日㈫・７月18日㈫

13時～14時30分 広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎3階）

三次市十日市東４-６-１エ イ ズ 検
査 ・ 相 談 ６月22日㈭13時～14時30分

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

ム
ス
テ
イ
）
受
け
入
れ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
緒
に

民
泊
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
る

家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
、
心
温
ま
る
感

動
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
、
新
し
い
観
光

交
流
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
興
味

の
あ
る
方
や
詳
し
い
話
を
聞
き
た

い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

要
件

①
市
内
在
住
の
方

②
生
徒
を
家
族
の
よ
う
に
迎
え
入

れ
て
い
た
だ
け
る
方

③
生
徒
と
一
緒
に
交
流
で
き
る
方

そ
の
他

▼
受
け
入
れ
前
に
は
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
受
け
入
れ
人
数
に
応
じ
て
体
験

料
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協
議

会
事
務
局（
庄
原
市
観
光
協
会
）

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ７月３日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ７月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

庄
原
市
内
の
県
営
住
宅
の
う

ち
、
新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
20
日
㈫
～
22
日
㈭

※
最
終
日
消
印
有
効

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

（
三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
３
‐
36

向
田
ビ
ル
１
階
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
本
年
度
第
２
学

期（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
や
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
学
説
明
会
（
庄
原
会
場
）
を

７
月
８
日
㈯
・
８
月
５
日
㈯
・
９
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お知らせInformation

そ  

の  

他

月
２
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。

　

出
願
期
間
は
６
月
15
日
㈭
か
ら

９
月
20
日
㈬
ま
で
。
資
料
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

本
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る　

個
人
住
民
税
の
主
な
税
制
改
正

❶
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額

が
、
２
３
０
万
円（
給
与
収
入

１
２
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の

給
与
所
得
控
除
額
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

❷
国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
等
の
書
類
の
添
付
等
義
務

　

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
な
ど

の
申
告
で
、
国
外
居
住
親
族
を
扶

養
控
除
等
の
適
用
と
す
る
場
合
に

は
、
親
族
関
係
書
類（
戸
籍
の
附

票
の
写
し
、
出
生
証
明
書
な
ど
）

お
よ
び
送
金
関
係
書
類（
送
金
依

頼
書
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用

明
細
書
な
ど
）
の
添
付
ま
た
は
提

示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
６

　「
ひ
ろ
し
ま 

さ
と
や

ま
未
来
博
」
は
広
島
県

内
の
中
山
間
地
域
を
舞

台
に
、
み
ん
な
で
未
来

を
つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
11
月

末
ま
で
の
期
間
中
に
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
里

山
に
み
ん
な
で
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
29
年
度
補
助
犬
（
盲
導

犬
）
給
付
事
業

　

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

会
で
は
、
補
助
犬（
盲
導
犬
）
を

県
内
で
１
頭
給
付
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
県
内（
広
島
市
を
除
く
）
に
一
年

以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
視
覚
障
害
の
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

④
そ
の
他
、
連
合
会
が
定
め
た
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

申
請
窓
口

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

問
い
合
わ
せ

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会

☎
℻
０
８
２
‐
２
２
９
‐
２
３
２
０

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害　

義
援
金
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
災
害
に
対
す
る
義
援
金
に

つ
い
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

庄
原
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義

援
金
総
額（
４
月
30
日
現
在
）

３
６
９
件　

９
０
２
万
３
５
０
円

※
窓
口
・
募
金
箱
合
計（
募
金
箱
は

件
数
に
含
み
ま
せ
ん
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
へ
随
時
送
金
し
て

い
ま
す
。

　

義
援
金
は
次
の
と
お
り
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
受
付
時
間
は
市
役
所
開
庁
日
の

業
務
時
間
内（
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
）

受
付
窓
口　

市
民
生
活
課
、
各
支

所
市
民
生
活
室
・
地
域
振
興
室

※
引
き
続
き
募
金
箱
も
設
置
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

梅
雨
前
に
は
農
地
・
農
業
用

施
設
の
点
検
を

　

梅
雨
時
期
に
入
る
と
大
気
の
状

態
が
不
安
定
に
な
り
、
雨
が
降
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
市
内
に
は
古

い
た
め
池
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

堤
体
に
草
木
が
茂
っ
て
い
る
と
、

堤
体
の
ひ
び
割
れ
や
漏
れ
が
見
つ

け
に
く
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
点
検
・

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

の
対
象

現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
農
地
（
田
・

畑
）、
た
め
池
、
頭と

う
し
ゅ
こ
う

首
工
、
用
・
排

水
路
、
農
道
な
ど

災
害
の
対
象
と
な
る
条
件

◆
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以
上

◆
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上

◆
１
カ
所
の
工
事
費
用
が
40
万
円

以
上
の
も
の

◆
農
業
用
施
設
は
利
用
者
が
２
戸

以
上
の
も
の

◆
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設

を
、
日
頃
か
ら
適
正
に
管
理
し
て

い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
こ
と（
日

誌
・
写
真
な
ど
）

地
元
の
分
担
金

①
農
地･･･

復
旧
事
業
費
の
４
％

（
農
地
に
つ
い
て
は
補
助
限
度
額
が

あ
り
、
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に

は
分
担
金
４
％
に
加
え
、
自
己
負

担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

②
農
業
用
施
設･･･

復
旧
事
業
費

の
２
％

※
①
②
い
ず
れ
も
、
工
事
着
手
前

に
納
付
が
必
要
で
す
。（
激
甚
災

害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
分
担

金
が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。）

災
害
発
生
時
の
連
絡
先

林
業
振
興
課
農
林
整
備
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
６

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

※
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
早
急

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
期
間
が
過

ぎ
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

航空学生 高卒（見込み含む）21歳未満
7月1日㈯～9月8日㈮

1次試験：9月18日（月・祝）
2次試験：10月17日㈫～22日㈰
3次試験：11月18日㈯～12月21日㈭

一般曹候補生
18歳以上27歳未満

1次試験：9月16日㈯
2次試験：10月5日㈭～11日㈬のいずれか1日を指定

自衛官
候補生

男子 随時 受付時にお知らせします
女子 7月1日㈯～9月15日㈮ 9月24日㈰～25日㈪のいずれか1日を指定

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所（☎ 0824-62-0350）にお問い合わせください。 

広島地本 検索

◀
７
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
コ

コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※

た
か
の
体
験　
　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク　
　
　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
取
り
体
験

と
き　

７
月
９
日
㈰

９
時
～
11
時
30
分　
　

と
こ
ろ

下
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合

内
容

　

無
農
薬
無
肥
料
の
畑
で
、
農

家
の
方
と
一
緒
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
摘
み
取
り
体
験
＆
試
食
が
で
き

ま
す
。
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
と

の
ふ
れ
あ
い
も
。
そ
の
後
は
毛
無

山
を
一
望
で
き
る
カ
フ
ェ「
風
の

里
」
で
手
づ
く
り
ス
イ
ー
ツ
と
特

製
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ス
カ
ッ
シ
ュ
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
！

問
い
合
わ
せ　

下
高
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
６
７
９

F
acebook https://w

w
w

.
facebook.com

/sim
otaka/

た
か
の
体
験　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

と
き

７
月
15
日
㈯
12
時
～
16
日
㈰
15
時

と
こ
ろ

上
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合

内
容

　

整
備
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
は

な
く
、
自
然
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
ま
す
。
テ
ー
マ
は「
満
た
さ
れ
な

い
」。
電
気
な
し
、
水
道
な
し
、
ト

イ
レ
な
し
。
山
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
が
指
導
し
ま
す
。
参
加
資
格

は
小
学
１
年
生
以
上
。
子
育
て
中

の
大
人
に
も
た
く
さ
ん
の
気
付
き

を
も
た
ら
す
は
ず
。

問
い
合
わ
せ　

上
高
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
２
１
４

F
acebook https://w

w
w

.
facebook.com

/shinkoku.
kam

itakajichi

～
み
ん
な
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
～　
　
　

文
化
財
建
物
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
き　

７
月
30
日
㈰

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

ヤ
マ
モ
ト
ロ
ッ
ク
マ
シ

ン
旧
自
治
寮

内
容

　

築
85
年
・
国
登
録
有
形
文
化
財

建
物
を
、
人
々
が
集
う
場
所
へ
修

復
し
ま
す
！
創
作
活
動
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
活
用
し
、
短
期
宿
泊

も
で
き
る
拠
点
へ
。
不
用
品
処
分

や
室
内
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
後
は
、
開
発

中
の
名
物
料
理
を
試
食
。
レ
ト
ロ

な
建
物
好
き
の
方
、
交
流
し
た
い

方
も
ど
う
ぞ
！　

問
い
合
わ
せ

ヤ
マ
モ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
東
新

会
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
５
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://m

atiduku
ri.holy.jp/

メ
ー
ル　

yam
am

oto_project_14
@

yahoo.co.jp

Ｍ
ｙ
「
か
ず
ら
ア
ー
ト
」
を

作
ろ
う
！

と
き　

随
時

と
こ
ろ　

西
城
郵
便
局
周
辺

内
容

　

森
の
恵
み
を
生
か
し
た「
か
ず

ら
ア
ー
ト
」
を
常
時
展
示
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？（
体
験

は
要
事
前
申
し
込
み
）“
清
流
西

城
川
”
の
川
沿
い
で
は
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
や
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
が
澄
み
わ

た
り
ま
す
。
夏
の
西
城
は
心
洗
わ

れ
ま
す
よ
。

問
い
合
わ
せ　

さ
ら
さ
ら
西
城　

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
０
０
２

※
コ
コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
は

　

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
若
い
世

代
の
意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

地
域
内
外
の
人
材
の
交
流
な
ど
を

目
的
と
し
た
、
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
実
践
活
動
を
支
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
里
山
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
２

メ
ー
ル　

satoyam
akouryuu@

pref.hiroshim
a.jp

ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博

２
０
１
７
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://satoyam
a-m

irai2017.
jp/企

画
振
興
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

出
か
け
よ
う
！ 

参
加
し
よ
う
！ひろしま

さとやま未来博
２０１７
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お知らせInformation

瀬戸内絵画教室の参加者募集

ペットボトルの出し方が変わりました

　公益財団法人ひろしま文化振興財団では、瀬戸内の海をテーマとした絵画制作を通じ、豊
かな感性を育むことを目的に小学生を対象とした瀬戸内絵画教室を開催します。

　４月から、ペットボトルについている「ラベルをはがして出す」ように、出し方を変更しました。ペッ
トボトルに貼られたラベルがのりなどではがれない場合は、やむを得ませんので、そのままペットボ
トルとして出してください。ご協力をお願いします。

と　き　　　７月 22 日㈯　９時 15 分～ 14 時 30 分（雨天決行）
ところ　　　千光寺公園頂上展望台付近、鷹

た か は

羽狩
しゅぎょう

行句碑（おのみち俳句まつり会場）、千光寺
　　　　　　（ただし、開催日当日の混雑状況によります。）
　　　　　　※尾道市立美術館入口前（尾道市西土堂町 17 ‐ 19 千光寺公園内）集合
対象者　　　広島県内在住の小学生
　　　　　　（小学１～３年生は保護者同伴、小学４～６年生は会場まで送迎可能な児童）
募集定員　　30 人
持参物　　　描画材料（水彩絵の具・クレヨン・色鉛筆など）、下書き用鉛筆、消しゴム、日よ
　　　　　　けのある帽子、水筒、汗拭き用タオル、画板、レジャーシート
※歩きやすい靴でお越しください。
※参加費は無料ですが、現地までの往復交通費は負担してください。
申し込み・問い合わせ
公益財団法人ひろしま文化振興財団福山分室
〒 720-0065　福山市東桜町１‐ 21エストパルク１階
☎０８４‐ ９２１‐ ８２０４
※往復はがきに住所（郵便番号）、氏名（ふりがな）、学校名、学年、電話番号、生年月日をご記入の上、
申し込んでください。返信用表面に参加希望者の住所氏名を記載してください。

　自動車整備・板金溶接・建築大工・介護の仕事を体
験することができます。また、就職相談なども行いま
すので、ぜひお越しください。

　本年 10月入校生を募集します。

マークが付いています。

と　き　７月 27日㈭　９時～ 12時
ところ　広島県立三次高等技術専門校
　　　　（三次市十日市南６丁目 14‐1）
対　象　中学校・高等学校の生徒および一般求職者、
　　　　ならびに進路指導担当者。
申し込み方法　
■中学校・高等学校の生徒
　…当校にお問い合わせください。
■一般求職者
　…ハローワーク庄原にある参加申込書に記入し、そ
　　の場で提出。
申し込み期間　７月３日㈪～ 14日㈮

募集訓練科
■介護サービス科（６カ月間、年齢制限なし）
　見学はいつでも可能です。見学希望の方は事前にご
連絡ください。
応募受け付け期間　７月３日㈪～８月 24日㈭
選考日　９月７日㈭

【特典】
　雇用保険受給者で、公共職業安定所（ハローワーク）
の指示によって入校した人には、訓練修了日まで受給
期間が延長されるほか、諸手当が支給されます。

 例
▶ 清涼飲料水（ジュースやお茶、コーヒー飲料など）
▶ 焼酎・酒類
▶ しょうゆ・しょうゆ加工品
▶ 本みりん・みりん風調味料
▶ 食酢・調味酢
▶ ドレッシングタイプ調味料
　（油を使っていないノンオイルドレッシングのこと）

ペットボトルの出し方
①水洗いをする。
②ペットボトルに貼られたラベルをはがす。
③ペットボトルの指定袋（黄色）に入れて出してください。
④キャップは、容器包装プラスチック類の指定袋（黄色）に入れて出してください。
※ラベルがのりなどではがれない場合は、そのままペットボトルとして出してください。

問い合わせ
広島県立三次高等技術専門校
☎０８２４‐ ６２‐ ３４３９

広島県立三次高等技術専門校　体験入学・10 月入校
体験入学 10 月入校生募集

マークの付いているペットボトルの全てが対象です。

 

県立広島大学市民公開講座（前期）　「『摩擦』で人間社会を知る」
講座日程

●ところ　県立広島大学庄原キャンパス1202 教室
●定員　80 人（受講無料）
●申し込み・問い合わせ
生涯学習課社会教育係　☎ 0824-73-1188　ＦＡＸ 0824-73-1254　メール syogai-syakai@city.shobara.lg.jp

回 日　時 講　座　名 講　師

1 6月27日㈫
13時～14時30分 東アジアの国際関係にみる摩擦を読み解く 　上水流久彦　准教授

2 7月4日㈫
13時～14時30分

コミュニケーションにおける誤解（摩擦）はなぜ生じる
のか 　坪田　雄二　教授

3 7月14日㈮
13時～14時30分 人との摩擦に疲れたら自然を利用してリフレッシュ 　田中　　聡　教授

4 7月20日㈭
13時～14時30分 人間と自然環境の関係（摩擦）から人間社会を知る 　崎田　省吾　准教授

プラスチック容器の「ペットボトル」と「包装容器プラスチック類」の見分け方

　　 マークが付いているプラスチック容器　　　ペットボトル

　　 マークが付いているプラスチック容器　　　容器包装プラスチック類

　※このとき、黄色の指定袋を別々に使ってください。

問い合わせ　環境政策課リサイクルプラザ係　☎０８２４‐ ７２‐ １３９８

はがしにくいラベル

全面のりづけの大きな
ラベルや、端からはが
しても取れないラベル

ミシン目のないラベル

広報しょうばら／ 2017.6　22 23　2017.6 ／広報しょうばら
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国営備北
丘陵公園
だより

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/） ササユリ

【
ミ
ニ
七
夕
作
り
】

　

園
内
で
収
穫

し
た
サ
サ
を
使
っ

て
、
家
庭
で
楽
し

め
る
七
夕
飾
り

を
作
り
ま
す
。

と
き　

６
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、

７
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

や
き
も
の
工
房

参
加
料　

３
０
０
円

【
笹
ち
ま
き
作
り
】

　

園
内
で
収
穫
し
た
サ
サ
の
葉

で
ち
ま
き
を
作
り
ま
す
。

と
き　

６
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

上
の
農
家

参
加
料　

５
０
０
円

【
七
夕
テ
ル
テ
ル
坊
主
作
り
】

　

わ
ら
を
用
い
た
テ
ル
テ
ル
坊

主
づ
く
り
体
験
で
す
。

と
き　

６
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、

７
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

下
の
農
家

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
ば
の
里
イ
ベ
ン
ト
案
内

【
ほ
た
る
観
察
会
】

　

ホ
タ
ル
に
詳
し
い
先
生
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
観
察
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

17
時
～
20
時

※
時
間
内
随
時
開
催

と
こ
ろ　

さ
と
や
ま
屋
敷

【
ほ
た
る
籠
づ
く
り
体
験
】

　

ら
せ
ん
状
の
形
を
し
た
「
ほ
た

る
籠か

ご

」
を
麦
わ
ら
で
作
り
ま
す
。

と
き　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・

17
日
㈯
・
18
日
㈰

と
こ
ろ

▼
下
の
農
家
（
９
時
30
分
～
16

時
30
分　

※
受
け
付
け
は
15
時

30
分
ま
で
）

▼
さ
と
や
ま
屋
敷
（
６
月
10
日

㈯
・
11
日
㈰
の
み
開
催
、
17
時

～
19
時
30
分　

※
受
け
付
け
は

18
時
30
分
ま
で
）

【
ほ
た
る
お
こ
わ
作
り
】

　

ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
黒
豆
の
入
っ

た
お
こ
わ
作
り
で
す
。

と
き　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

上
の
農
家

参
加
料　

５
０
０
円

初
夏
の
花
物
語

　

７
月
９
日
㈰
ま
で
の
期
間

「
初
夏
の
花
物
語
」
と
し
て
、

こ
の
時
期
に
咲
く
花
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
初
夏
を
彩
る
花
が

次
々
に
開
花
し
て
い
ま
す
。

～
主
な
花
の
見
頃
～

●
シ
ャ
ー
レ
ー
ポ
ピ
ー

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
ご
ろ

●
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

６
月
上
旬
～
６
月
中
旬
ご
ろ

●
ア
ジ
サ
イ

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
ご
ろ

●
サ
サ
ユ
リ

　

公
園
で
は
希
少
な
植
物
で
あ

る
「
サ
サ
ユ
リ
」
の
保
全
・
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
サ

サ
ユ
リ
」
の
名
前
は
葉
の
形
が

「
サ
サ
」
に
似
て
い
る
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。
花
は
白
ま
た
は

淡
い
ピ
ン
ク
色
で
甘
い
香
り
が

し
ま
す
。

公
開
期
間　

６
月
中
旬
～
下
旬

ご
ろ
（
開
花
期
間
の
み
の
公
開
）

※
花
の
開
花
状
況
は
、
天
候
な

ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

公
開
場
所　

み
の
り
の
里　

サ

サ
ユ
リ
保
全
地
（
国
兼
池
湖
畔

沿
い
の
林
地
）
※
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
国
兼
よ
り
約
５
分

映画上映会

幼児・低学年向けコンサート
「シモシュとあそぼ　音であそぼ」

●第１弾 『君の名は。』

日本中が恋した大ヒットアニメ作品です。
とき　７月９日㈰
入場料
特別鑑賞券　1,500 円（当日　1,800 円）
３歳～高校生　800 円（当日　1,000 円）
シニア　1,000 円（当日　1,200 円）
※市民会館での購入に限り友の会会員の方は10％割引

話題の大ヒットアニメ２作品！２カ月連続上映！

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

県
大
会

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ス
タ
ー

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

が
全
国
の
小
・
中
学
校
、
特
別
支

援
学
校
、
海
外
の
日
本
人
学
校
等

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
リ
オ

大
会
の
思
い
出
、
東
京
大
会
へ
の

期
待
を
テ
ー
マ
に
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
、
約
２
万
６
千
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

金
賞

内
藤　

高
暉
（
広
島
特
別
支
援
学

校
中
学
部
２
年
・
山
内
町
）

※
学
年
は
応
募
時

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

「初夏の花物語」
７月９日㈰まで開催中

●第２弾『この世界の片隅に』

広島・呉が舞台となっており、第40 回日本アカデミー
賞優秀アニメーション作品賞受賞作品です。
とき　８月６日㈰
入場料
一般　1,000 円（当日　1,200 円）
３歳～高校生　800 円（当日　1,000 円）
※市民会館での購入に限り友の会会員の方は10％割引

ところ　庄原市民会館　大ホール
上映時間
第１回上映　10 時 30 分～・第２回上映　14 時～
チケット販売所
庄原市民会館、ジョイフル、ザ・ビッグ庄原店、食彩館しょうばらゆめさくら、ウイル西城、
東城自治振興センター	
問い合わせ　庄原市民会館　☎０８２４ ‐７２ ‐４２４２

　子どもたちの声や言葉、動きを受け止めながら進め
る参加型の幼児・小学校低学年向けのコンサートです。
公演団体　Ｘ‐ｊａｍ（えっくすじゃむ）
とき　７月７日㈮　19 時～ 20 時（18 時 45 分開場）
ところ　庄原市田園文化センター２階多目的ホール
観賞券
前売り　1,200 円
当日　1,500 円

（４歳未満無料）
チケット販売所　ジョイフル
問い合わせ
WAKU ×２（わくわく）する感動を親子で味わう会
代表　石原　春美　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ ０９３０

受
賞
作
品
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　７月９日㈰ ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

７月

　食は命の源であり、私たちが生きていくためには欠かすことが
できません。日々健全な食生活を実践し、おいしく食べることは、
生きる喜びや楽しみ、生涯を通じて健康で心豊かな生活を送って
いくことにつながります。

　食育を通じて心身の健康増進に努めるととも
に、食に対する理解や感謝の心を養い、「元気
な市民」「元気なまち」をつくります！

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶「たかの体験　田植え（16 ページ参照）」の取材
に行ってきました。天候にも恵まれ、市外から訪れた
子どもたちは、はだしで田んぼに入る感触やカエル
捕りを楽しんでいました。中には、田んぼにおしりか
ら飛び込んで遊んでいる子どももいました。こんな
体験ができるのも里山の魅力だと思いました。
▶第２回庄原いちばん動画ＣＭコンテスト連動企画
として、動画制作講習会を開催します！６月25 日㈰
の10 時からと14 時から、庄原市ふれあいセンターで
ＰＲ動画制作のポイントが無料で学べます。詳しくは
行政管理課広報統計係☎0824-73-1159 まで！

６～７月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「Ｔシャツ」
　と　き　６月26日㈪　９時～12時
　参加費　4,900円
　定　員　12人（午後の部は定員に達しました）
○草木染め教室　「オーガンジーストール」
　と　き　７月31日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○平成28年度愛鳥週間ポスター入賞作品展
　と　き　６月19日㈪まで
　ところ　エントランスホール
○庄原実業高校アグリカンパニー
　と　き　６月10日㈯・７月８日㈯　10時～
○ヒバゴン音頭 2017練習会
　と　き　６月 28 日㈬・７月 28 日㈮　18 時～
　参加費　１人200円・親子２人300円・親子３人400円
　　　　　以降１人増えるごとに 100 円

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
世界児童画作品展（世界児童画センター所蔵作品）
とき　７月８日㈯～10日㈪　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

6月20日㈫

広島県立
農業技術大学校 10時～12時

広島県庄原庁舎 14時～15時30分

６月25日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
７月２日（日）細川医院 ☎08477-2-0054

９日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
16日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
17日（月）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年４月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３６，６１７人（前年比－６１３人）　
男　　１７，３６０人（前年比－２７７人）　
女　　１９，２５７人（前年比－３３６人）
世帯数　１５，８０８世帯（前年比－２５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３５８人（前年比＋３８人）

　　と　き　６月26日㈪　12時15分～ 55分
　　ところ　市役所１階市民ホール
　　と　き　６月26日㈪　17時 30分～18時 30分
　　ところ　東城支所１階ロビー
出演者　
柴
しば

久
く み こ

美子（ソプラノ）・熊
くまがい

谷美
み ほ

保（フルート）・ 柴
しば

滋
しげる

（オーボエ）・中
な か の

野洋
よ う こ

子（チェンバロ）
演奏予定曲目
「バッハ　カンタータ　第 211番　コーヒーカンター
タ」から「バッハ　トリオソナタ　ト長調」ほか
●広島交響楽団オーボエ奏者の柴滋氏と、叙情的で
透明感あふれる優美な声質の柴久美子氏とともに、
熊谷美保氏、中野洋子氏によるバロック音楽をお届
けします。今回は昼の市役所本庁市民ホールでのコ
ンサートと併せて、17 時 30 分から東城支所ロビー
でも演奏します。お楽しみください。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

「食育」とは、さまざまな経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習得し、
健全な食生活を実践する人を育てる取り組み
をいいます。

食は生命の基本！
食について考えてみませんか？

～６月は食育月間・毎月19日は食育の日～

庄原市食育推進計画（第２次）で目指す将来像
“「こころ」も「からだ」も元気な市民”

真空管式ポータブルラジオ

家庭での心がけ

市の取り組み

高さ14㎝、幅21㎝、奥行き6㎝、重さ1.6kg

これは昭和 30 年の初めごろ、松下電器産業（株）から発
売されたもので、高性能な電池専用のミニチュア（ＭＴ…
Miniature Tube）真空管を５本使用した、大変小さい中波受
信用「ナショナル真空管式ポータブルラジオ」です。プラス
チックケースに入って、価格は約２万円と高価でした。

持ち歩きするときには、高価（当時約 500 円）な真空管用の
「67.5 ボルト積層電池」と「1.5 ボルト単一型電池」の２種類を
内蔵し、省電力の工夫をしていますが長時間は使えません。

家庭で使うときは、裏側のコネクターにＡＣ電源プラグを
差し込むと 100 ボルト電源に切り替わります。当時として
は非常に小さな部品が開発されたので小さく軽く、内蔵した
バーアンテナで家庭用と同じ受信方式で受信できることに加
え、高周波増幅回路も付いているので高性能です。

初期のポータブルラジオはほとんどがアメリカ製のラジオ
のデザインを模倣し、しかもアメリカ製品より一回り大きく
重い物でした。やがて部品が小型化され、デザインや性能も
良くなり、国産のポータブルラジオが多くの会社で作られる
ようになりました。その後トランジスタラジオが出現するま
での間、日本の代表的な“エレクトロニクス製品”として輸
出され外貨を稼いでいました。このラジオは、当時の技術レ
ベルが良く分かる貴重な品物です。

昭和 30 年には、真空管式ポータブルラジオとして開発さ
れた技術を使い、東京通信工業 ( 現ソニー ) から日本初のト
ランジスタラジオが発売されました。その数年後からは多く
のメーカーが一斉にトランジスタラジオの製作を始め、品質
と性能が飛躍的に向上してさまざまなデザインの製品が作ら
れていきます。初期のトランジスタラジオは真空管ポータブ
ルラジオより高価で性能も悪かったのですが、短期間のうち
に性能が向上し、故障も少なく、安価な乾電池で長時間使用
できるため急速に進歩・発展していきました。

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

地元の食材を
食卓に

薄味を心がける

朝ごはんを
食べよう

家族で楽しく食事

栄養バランス

野菜たっぷり

感謝の気持ち
「いただきます」
「ごちそうさま」

普及・啓発
●ポスター・チラシ・ポロシャツ
●広報しょうばら
●健康標語

●庄原市生活習慣病健康診査
●特定健康診査　●血圧を測る習慣

●離乳食教室　●男性料理教室
●職場での予防学習会　●出前トーク
●中学校での生活習慣病教室
●庄原市食生活改善推進員作成『チャレ
ンジ・キッチンレシピ』の提供（市ホー
ムページ）

〈食料品販売店〉
●減塩賞品の陳列・ＰＲ
●減塩コーナーの設置
●食育・減塩イベントの実施
６月はザ・ビッグ庄原店、フレスタ（庄原店・
東城店）、トーエイで食育イベントを行い
ます。

自分の体を知る

予防ができる
正しい知識を持つ

環境づくり
（応援してくれる店）

【内部】

真空管
５本

67.5㌾電池

1.5㌾
電池

バーアンテナ

庄
原
東
城

広報しょうばら／ 2017.6　26 27　2017.6 ／広報しょうばら
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毎
日
通
る
道
筋
に
、

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て

い
る
花
壇
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
も
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話
を
し

て
く
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る
方
々
の
お
か

げ
で
、
芝
桜
、
ビ
オ
ラ

が
咲
き
広
が
り
、
三
次

行
き
一
番
列
車
も
う
れ

し
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う
！

箱
田　

公
人（
西
城
町
）

このコーナーは、ＪＲ芸備
線にまつわるエピソードを
写真とともに紹介していま
す。皆さんからの投稿もお
待ちしています。

応募方法
　庄原市内の鉄道路線の乗車エ
ピソードやスポット情報とそれに
まつわる写真を添えて、郵送また
はメールでお送りください。
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在
職
時
、
島
根
県
の

大
根
島
か
ら
ボ
タ
ン
の

苗
木
な
ど
を
毎
年
購
入

し
て
い
ま
す
。
購
入
し

て
か
ら
40
年
く
ら
い
に

な
り
、
今
で
は
高
さ
も

10
メ
ー
ト
ル
を
越
し
て

い
ま
す
。

田
邊　

成
徳
（
峰
田
町
）

平成 29 年４月 18 日撮影

今回は花の写真の投稿が多かっ
たため、２つのコーナーを掲載し
ました。いずれの投稿も以下の送
付先で受け付けています。

〒７２７‐８５０１
庄原市中本町一丁目 10 番１号
庄原市行政管理課広報統計係
☎０８２４‐７３‐１１５９
メール koho@city.shobara.lg.jp


